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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

広報かわうち

川
内
町
長大

西

勉

平成1 3年 1 月号

皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
は
、
戦
争
の
世
紀
と
一
=
ロ
わ
れ
ま
し
た
二
十
世
紀
に
別
れ
を
告
げ
、
二
十
一
世
紀
の
景
、
初
の
年
で
あ
リ
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
新

春
を
御
家
族
御
揃
い
で
お
迎
え
の
こ
と
と
、
向
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
一
世
紀
こ
そ
平
和
で
、
川
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
世
の
中
で

あ
る
よ
う
向
か
ら
祈
念
す
る
と
こ
ろ
で
あ
リ
ま
す
。

さ
て
、
川
内
町

、

が
当
面
し
て
お
リ
ま
す
、
種
々
の
行
政
課
題
の
一
端
を
申
し
述
べ
、
御
理
解
ピ
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

先
、

ず
、
平
成
十
一
年
の
台
風
に
よ
る

災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
で
あ
リ
ま
す
が
、
そ
の
被
害
程
度
は
国
県
営
事
業
ど
な
っ
た
二
十
七
河
川
の
ほ

か
、
道
路
河
川
災
害
五
十
件
、
農
地

農
業
用
施
設
災
害
百
二
十
六
杵
、
林
業

災
害
十
二
件
を
数
え
、
川
内
町
始
ま
っ
て
以
来
の
も
の
ど
言
わ
れ
て

ぬ

お
リ
ま
す
。

幸
い
に
も

農
林
関
係
の
災
害
に
つ
い
て
は
、

激
甚
災
害
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
た
め
固
か
ら
高
率
の
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
十
て
十
二
年
の
両
年
度
で
大
部
八
?
の
復
旧
工

事
、が
で
さ
る
こ
と
ど
な
リ
ま
し
た

。

次
に
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
で
あ
リ
ま
す
が
、
十
三
年
三
月
末
の
一
部
供
用
開
始
に
向
け
て
、
現
在
、
終
末
処
理
場
機
械
設
備
、
電
気
設
備
及

び
場
内
整
備
を
進
め
て
お
リ
ま
す
。

管
渠
延
長
も
十
二
年
度
末
に
は
約
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
リ
、
十
三
年
三
月
に
は
、
吉

久
、
曲
里
、
八
幡
、
北
八
幡
、
恭
堂
、
竹
え
鼻
、
板
戸
、
森
、
下
沖
の
一
部

、

て
供
用
、
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
の
説
明
会
も
二
十
数
回
に
わ

た
っ
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

環
境
保
護
対
策
と
し
て
の
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
の
御
理
解
ピ
御
協
力
を
お
願
い

し

ま
す
。

次
に
本
年
度
か
ら
完
全
実
施
さ
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
る
ゴ
ミ
収
集
の
細
今
化
も
皆
様
の
御
協
力
に
よ

っ

て
ま
ず
ま
ず
の
成
果
を
お
さ
め
て

い
ま
す
が
、
一
部
不
充
少
な
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
で
す

。

健
康
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
指
導
に

、注
意
を
し
、
ブ
ミ
の
減

量
化
に
御
協
力
下
さ

い
。

又
、
個
人
個
人
の

健
康
を
守
る
た
め
各

種
検
診
を

実
施
し
て
お
リ
ま
す

、

が
、

最
近
は
受
診
率

、

が
頭
打
ち
に
な

っ
て
お
リ
ま
す
。

十
二
年
度
実

施
し
ま
し
た
肺
ガ
ン
検
診
で
は
、
四
人
も
の
方
に

異
常
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

白
八
?
の
健康
は
ま
ず
白
八
?
で
守
ら
な
く
て
は
な
リ
ま
せ
ん
。

虫
来
る

限
リ
検
診
は
受
け
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。



次
に
農
林
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
補
助
を
受
け
て
行
う
中
山
間
地
成
総
ム
ロ
整
備
事
業
の
う
ち
困
場
整
備
事
業
五
地
区
ピ
白
措
え
滝
公

園
整
備
工
事
は
十
二
年
度
で
完
了
し
ま
す
。

又
、
十
二
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
た
国
の
補
助
事
業
ふ
る
さ
ピ
水
ピ
土
ふ
れ
あ
い
事
業
で
は
井
内
中
地

区
が
事
業
指
定
を
受
け
た
の
で
、
今
後
整
備
に
努
め
ま
す
。

林
道
則
え
内
線
、
惣
田
谷
上
線
は
県
単
独
事
業
ど
し
て
整
備
を
進
め
て
参
リ
ま
す

。

観
光
施
設
で
被
害
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
滑
川
渓
谷
遊
歩
道
及
び
白
猪
滝
口
遊
歩
道
の
復
旧
工
事
は
完
了
し
て
お
リ
ま
す
。

次
に
皆
様
の
生
活
道
路
で
あ
る
町
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
新
設
改
良
工
事
で
は
、
国
庫
補
助
事
業
二
件
、
起
債
事
業
一
杵
、
県
費

補
助
二
件
、
県
地
域
環
境
整
備
事
業
二
件
、
県
が
け
く
ず
れ
防
災
対
策
事
業
六
件
、
町
単
独
事
業
六
件
な
ど
又
、
舗
装
工
事
で
は
、
県
費
補
助
工

事
ニ
杵
、
町
単
独
三
件
な
ど
大
車
輪
で
工
事
を
追
め
て
お
リ
ま
す

。

教
育
施
設
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
永
年
の
懸
案
で
あ
リ
ま
し
た
学
校
給
企
セ
ン
タ
ー
の
改
築
を
十
三
年
度
に
行
う
こ
と
と
し
、
十
二
年

い
機
械
に
入
れ
替
え
を
し
ま
し
た
。

度
中
に
用
地
の
購
入
、
敷
地
達
成
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
老
朽
化
し
て
い
た
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
新
し

又
、
吉
久
下
水
道
終
末
処
理
場
横
の
町
民
運
動
場
に
つ
き
ま
し
て
も
、
十
二
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
お
リ
ま
す

。

次
に
平
成
十
二
年
度
よ
リ
始
め
ら
れ
た
介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
財
政
的
に
は
順
調
に
推
移
し
て
お
リ
ま
す
が
、
制
度
が
わ
か
リ
に
く

い
な
ど
の
声
も
か
な
り
あ
リ
、
今
後
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
岩
を
令
め
、
地
道
な
広
報
活
動
が
必
要
だ
ピ
思
っ
て
お
リ
ま
す

。

こ
の
ほ
か
老

a 

人
保
健
事
業
は
平
成
十
二
年
三
月
に
定
め
ら
れ
た

「川
内
町
新
老
人
保
健
福
祉
計
品

」
に
よ
リ
、
着
実
に
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
リ
ま
す

。

以
上

、

が
平
成
十
二
年
度
に
お
け
る
町
政
の
概
要

点で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
市
町
村
令
併
の
問
題
が
起
き
て
お
リ
ま
す
。

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
の
皆
様
の
御
意
見
や
、
町
議
会
令
併
検
討
特
別
委
頁
会
で
の
議
論
を
ふ

ま
え
て
対
処
し
て
参
リ
た
い
と
考
え
て
お
リ
ま
す

。
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
み

ん
な
の
川
内
」
の
精
神
で
町
政
を
進
め
T

参
り
た
い
と
考
え
て
お
リ
ま
す
の

、-_崎町・4ごー

で
、
今
後
尚
一
層

の
御
理
解
ピ
御
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
年
頭
の
御

挨
拶
ピ
致
し
ま
す
。

平
成
十
三
年
一
月
一
日

広報かわうち平成1 3年 1 月号



-

る
方
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
に
応
・

・圃
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

一
じ
て
加
算
さ
れ
ま
す

。

・

-
一
般
の
方
の
自

己
負
担
額
が
変

・

に
よ
り

認
め
ら

れ
る

と
そ
の
也
え

・
一

更
に
な
り
ま
す

。

高
額
療
養
費
の

…
た
分が
あ
と
で高
額
療
養費と
し…
入
院
時
の
食
事
代
の
…

自
己
負
担
限
度
額

…
て
支
給
さ
れ
ま
す

。

…
自
己
負
担
額
が

が
変
わ
り
ま
す
/

J

…

変
わ
り
ま
す
/

…

園
一
政
正
の
ポ
イ
ン
ト

同
じ
人
が
同
じ
月
内
(

暦
で

一
一
.

一

入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
は
、

日
か
ら
末
日
ま
で
)
に

、

同
じ

医

一

所
得
の
高
い
方
の
自

己
負
担
限

一
他
の
医
療
費
と
は
別
に
定
額
(

標
い

療
機
関
で
支
払
っ
た
自

己
負
担
金
・

度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

。

一
準
負
担
額
)
を
自

己
負
担
し
ま
す

。

い

が
限
度
額
を
超
え
た
と
き

、

申

請
・

ま
た
、

医
療
を
多
く
受
け
て
い

・

Rミ E ・

・・.、「唱 ・・<­
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平成it:l年 1 月 1 白から

住民税
35 ， 400円非課税世帯

63 ， 600円

自主 医療費が 318 . 000円を超
えた場合はその超えた分
の î %を加算

121 ， 8叩円

上位所得者 医療費が 609 . 000円を超
えだi号合はその超えた分
の î%を加算

時

-自己負担限度額
平成il'~年il'~年~il 日まで

住民税
35 ， 400円非課税世情

自室 63 . 600円

. 4 回目以降の自己負担限度額
過去12力月以内に、同じ世帯で4回以よ高額療養費の支給を受けたと

き、 4回目以降は下記の金額を超えた分が支給されます。

平成it:l年 1 月 1 日から

住民税
24 ， 600円非課税世帯

自立 37 ， 200円

よ位所得者 70 ， 800円

平成12年12月~日まで

住民税
24 . 600円非課税世帯

自主 37 . 200円

※上位所得者とは、住民税算定の基礎となる総所得金額が670万円を超え
る方にあたります。

平成it:l年
1 月 1 日から

1 日当1三り

780円

1 日当rc り

650円

1 日当たり

500円

1 日当たり

300円

-入院時の食事代の自己負担額

平成m年
m用m;]まで

自主
1 日当たり

760円

90日までの入院
1 日当たり

住民税 650月
非課税

※ 過去12力月の入 1 日当たり世帯等 院日鍛が90日を
超える入院 500円

住民税非課税世帯等で老齢 1 日当たり

福祉年金を受けている方※ 300円

※に該当する万は 「標準負担額減額認定証」 が店、要となりますので、 担当
窓口で申請してください。

ぬ
広報かわうち平成1 3年 1 月号



…け
た
と
き
の

一
部
負
担
金
が

、

か

…
等
で
医
療
費
が

た
費
用
に
応
じ
た
定
率

一
割
・

…
負
担
(
上
限
付
)
に
変
わ
り
ま
す
。

…
高
額
に
な
っ
た
と
き

一
方
は
六
十
五
歳
)
以
上
の
方
は
、
老
一
※
診
療
所
で
は

一
割
負
担
で
な
い

…

(
高
額
医
療
費
)

・

人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け
ま
す
。
一

場
合
も
あ
り
ま
す

。

'
s

a
7

J
h
a

圃
E

略
語
翁
盟

国改
正
の
ポ
イ
ン
ト

…
老
人
訪
問
看
護
を

…
論
お
鉢
僚
協
畳

・ .

…
受
け
た
と
き
の
額

…
1

一台
謝
野
重

(
一
定
の
障
害
の
あ
る

一

今
ま
で
定
額
だ
っ
た
医
療
を
受

一

(
老
人
訪
問

…
〆
也
事
鰯
瞳
J

看
護
療
養
費
三

ー

入
院
等
で
同
じ
世
帯
内
で
同
じ

が
変
わ
り

…月
内
に三O、
0
0
0円
(
住
民

ま
す
/

…
税
非
課
税
世
帯等
は
二
一、

0
0

平
成
十
二
年
十

一
O
円
)
以
上
を

支
払
っ
た
高
齢
者

二
月

三
十

一
日
ま

・

(
老
人
保
健
対
象
者
)
が
複
数
い

で
は

一
日
に
つ
き

・

る
場
合
、
そ
れ
ら
を
合
せ
て

三
七
、

二
五
O
円
で
す
が
、
-

二
O
O
円
(
住
民
税
非
課
税
世

帯

平
成
十
三
年

一
月

一
等
は
二
四
、
六
O
O
円
)
を
超
え

一
日
か
ら
定
率

一
い
た
と
き
は
、
そ
の
超
え
た
分
が

高

割
負
担
(
月
三

、

一
額
医
療
費
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す

。

0
0
0
円
ま
で
)

一
日
に
つ
き

六
O
O円
(
月
五…
外
来
の
薬
剤
に

固
ま
で
)
に
な
り

…
か
か
る
一
部
負
担
金

ま
す

。

い

が
廃
止
さ
れ
ま
す
/

同
じ
世
帯

…
特
例
と
し
て
国
が
お
支
払
い
し

で
複
数
の

…
て
い
た
外
来
の
薬
剤
に
か
か
る

一

・

部
負
担
金
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

方
の
入
院

一

七
十
歳

-老人保健一部負担金

-E・E・E・E・IE~:庄司民主遁・2匝.:嗣~・E・E・・E・-

海
外
で
治
療
を

受
け
た
場
合
も

国
保

、

が
使
え
ま
す

(
海
外
療
養
費
の
創
設
)

一

一
外
来
お
よ
び
入
院
の
と

海
外
渡
航
中
の
病
気
や
け
が
の

一
き
に
か
か
る
一
部
負
担

治
療
に
つ
い
て
も
、
国
保
の
保
険

…
金
が
褒
わ
り
ま
す
/

給
付
の
対
象
と
な
り
ま
す

。

.

長
期
入
院
の
た
め
に

住
所
を
移
す
場
合
は
、

移
す
前
の
住
所
の

被
保
険
者
と
な
り
ま
す

…

(
住
所
地
特
例
の
拡
大
)
一

長
期
入
院
の
た
め
に

、

住
所
地

・

を
入
院
先
の

医
療
機
関
に
移
す
場

一

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
特

一

定
の
疾
病
な
ど
に
限
り
、
移
す
前

一

の
住
所
の
あ
る
市
区
町
村
の
被
保

一

険
者
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ

・

ら
ゆ
る
長
期
入
院
が
対
象
と
な
り

・

ま
す
。

.

E璽窪田
院外(薬局)で薬を処方して

もらうとき

※ひとつの医療機関ごと
に支払います。

診療所と薬局でそれぞれ 1 割負担
(診療所と薬局で 1 力月に

それぞれ1 ， 500円まで〉

1 割負担
(月 3 ， 000円まで)

まだは
1 日 800円

(月 4固まで〕
※診療所によって異
なります。

診
療
所

1 日 800円の定額負担の診療所で
は薬局への支払はありません。

病院と薬局でそれぞれ 1 割負担
(診療所と薬局で 1 ヵ月に

それぞれ1 ， 500円まで)

-ベッド数が200床
未満の病院

1 割負担
(月3 ， 000円まで)4-

き
わっ円
ま

に
ゆ
回

旬
日
別

外来

病院と薬局でそれぞれ 1 割負担
(診療所と薬局で 1 力月に

それぞれ2 ， 500円まで〕

-ベッド数が200床
以上の病院

1 割負担
(月 5 ， 000円まで〉

病

日完

定率 1 割負担
一般 ー

住民税非課税世帯等※

住民税非課税世帝等で
老齢福祉年金を受けている万※ 月15 ， 000円まで

長期特定疾病患者※ 月10 ， 000円まで

※に該当する方は証明書などが必要となりますので、担当窓口に
お問い合わせください。

月37 ， 200円まで

月 24 ， 600円まで

1 日につき
1 ， 200円
住民税非課
税世帝等で 1 ..  
老齢福祉年
金を受けて
いる方は
1 日 500円

入院

a 
広報かわうち平成13年 1 月号



川肉町の
下水道事業

rJII内町の下水道事業」シリーヌ5 回目の 1 月号は、「指定工事店と

私道への公共下水道管渠の布設」について紹介じます。

を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
指
定
工

…
私
道
ヘ
の
公
共
下
水
道

事
店
で
排
水

設
備
工
事
を
施
工
す

・

管
渠
の
布
設

る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
将

来
接

一

続
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
も
将

来

・

各
々
の
宅
地
が
公
道
に
面
し
て

の
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
に
指

・
い
な
く
て
、
私
道
に
面
し
て
い
る

定
工
事
店
で
下
水
道
の
基
準
に
合

一
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
下
水
道
は

っ
た
施
工
を
お
納
め
し
ま
す

。

原
則
と
し

て
公
道
部
分
に

整
備
さ

れ
ま
す
の
で
、
私
道
部
分
は
、
私

道
利
用
者
の
方
に
整
備
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

。

し
か
し

、

私
道
利
用
者
の
方
が

各
々
配
管
を
行
う

こ
と
は
、

費
用

負
担
も
大
変
で
す

し

、
私
道
内
に

利
用
者
の
数
だ
け
配
管
さ
れ
る
こ

と

等
は
現
実
的
で
あ
り
ま
せ
ん

。

そ
こ
で

、

次
の
要
件
を
満
た
す

場
合
は
、
私
道

利
用
者
の
方
の
申

請
に
よ
り

問

が
私
道
に
下
水
道

管

渠
を
布
設
し
ま
す

。

要
件
は

、

・

私
道
の
両
端
又
は

一
端
が
下
水

道
の
布
設
さ
れ
て
い
る
公
道
に

通
じ
て
い
る
こ
と

-

幅
員
が
一
・

五
メ
ー

ト

ル
以
上

あ
る
こ
と

・

私
道
に
面
し
て

三
戸
以
上
建
物

が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
住
む
皆
さ

ん
が
す
ぐ
に
下
水
道
に
接
続
す

マ
Q
こ
、
ど

-

私
道
の
所
有
者
が
、
下
水
道
の

十
二
月
号
で
下
水
道
区
域
内
の
家
庭
な
ど
の
台
所
や
風
呂
・
ト

イ
レ
な
ど
か
ら
下
水
道
本
管
へ
汚
水
を
流
す
宅
地
内
の
排
水
管

や
ま
す
を
排
水
設
備
と
い
う
こ
と
や
、
公
共
下
水
道
に
と
っ
て

は
非
常
に
重
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
を
説
明
じ
ま
し
た
。

排
水

設
備
工
事
は
、
個
々
に
発
注
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
の
重

要
性
か
ら
必
す
町
指
定
の
工
事
店
に
発
注
レ
て
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
平
成
十
二
年
十

一
月

・

一
目
、
次

ぺ
I

ジ
掲
載
の
十
五
社

…

を
指
定
工
事
店
と
し
て
定
め
ま
し

・

た
。

今
後
と
も
下
水
道
区
域
内
の

・

住
民
の
皆
さ
ん
に
安
心

し

て
排
水

・

設
備
工
事
を
施
工
し
て
い
た
だ
く

・

た
め
に

、

専
門
の
知
識
と
技
術
を

.

持
っ
た
工
事
店
の
指
定
を
行

っ

て

一

い
く
計
画
で
す

。

…

例
一

同
昌

コ
U

下
水
道
区
域
内
で
新
築
や.

湘

増
・
改
築
さ
れ
る
方
ヘ一

勧

下
水
道
区
域
内
で
こ
れ
か
ら
新

…
晴

築
や
増

・

改
築
さ
れ
る
方
は
、
将

一

車

来
の
下
水
道
へ
の
接
続
の
た
め
に

一

水

役
場
水
道
課
下
水
道
係
へ
ご
相
談

一

下

く
だ
さ
い

。

一

品
ハ

来
年
春
か
ら
下
水
道
へ
の
接
続

…
公

排
水
設
備
指
定
工
事
店

町が設置し管理する施設(公共下水道)

広報かわうち平成1 3年 1 月号

ぬ



布
設
を
承
諾
し

て
い
る

こ
と

-

下
水
道
事
業
の
受
益
者
負
担
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

次
の
申
請
書
類
が
必
要
で

す
0

・

下
水
道
布
設
申
請
書

-

私
道
敷
使
用

貸
借
契
約
書

・

下
水
道
布
設
希
望
者
名
簿

-

私
道
及
び
使
用
貸
借
部
分
の
位

置
図
・

区
画
図

八
回 私

道
利
用
者
の
方
で
要
件
に
該
)

当
さ
れ
る
か
ど
う
か
関

係
者
の
皆

・

現ロ
ハ
【

さ
ん
で
ご
相

談
く
だ
さ
い

。

.

則

I
l
l
i
l
i
-
-

一

店
刊

下
水
道
に
関
す
る
ご
質
問
は
、

一

草
加

気
軽
に
役
場
水
道
課
下
水
道
係

三

伊

(宮
9
6
6

・

2
2
3
8
)

ま
で

一

回
即

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

0

・

鮒
.

設

シ
リ
ー

ズ
最
終
号
と
な
り
ま
す

…
水

三
月
号
(
二
月
発

・
排

行
)
は
、
各
地
区

…
道

で
実
施
の
公
共
下

一
・7
-

水
道
事
業
地
元
説

…
町

明
会
で
の
Q
&
A

…
内

に
つ
い
て
ご
紹
介

・

川

し

ま
す
。

設置希望者区画図例

下
水
道
本
管

指定 指定工事店名 営業所所在地 電話番号番号

日 進建設株式会社 川内町大字南方2 1 90番地3 966-4148 

2 渡部電水工業株式会社 川内町大字南方592番地5 966-2020 

3 加藤電気水道 川内町大字松瀬川甲698番地1 966-2680 

4 有限会社 川 内建設 川内町大字則之内乙2 1 07番地1 966-4488 

5 株式会社富久土木重機 川内町大字則之内乙1191 番地1 966-3666 

6 有限会社佐伯工業 川内町大字則之内甲 243番地 966-3632 

7 株式会社 ヨ シ フ ジ 川内町大字南方573番地5 966-3475 

8 株式会社塩坂建設 川内町大字則之内甲 1 883番地1 966-3866 

9 中予計電機設備 川内町大字則之内乙2463番地3 966-5002 

10 関西商事株式会社 川内町大字南方2222番地3 966-4040 

11 有限会社サン ・ ヨ ーゴ 松山市井門町54番地9 956-7767 

12 有限会社 松山水道工業所 松山市和泉北二丁目 5番27号 943-0643 

13 萩生興業株式会社 松山市中野町888番地7 963-4502 

14 有限会社進設備 松山市姫原=丁目 6番15号 922-0064 

15 兵頭水道株式会社 松山市福音寺町564番地7 947-0571 

松山広域都市計画下水道(川内町決

定)については、平成 7 年度に都市計

画決定を行い、その翌年度から公共下

水道の第 1 期事業に着手 し、現在に至

っています。

今回、松山広域都市計画区域の線引

き変更に伴います下水道の変更 (案)

について、図書の縦覧を行います。

なお、縦覧終了後は、川内町都市計

画審議会 ・ 愛媛県知事の同意を受けて、

都市計画決定となります。

1 月 5 日(金')'"'-' 1 月 18 日(木)

期間中の平日

8 時30分'"'-'17時15分

縦覧場所 川内町役場水道課

問い合わせ先 川内町役場 水道課

宮966-2238

縦覧期間

縦覧時間

a 
広報かわうち平成1 3年 1 月号



一安
心
で
き
忍
貸
じ
借
り
で

一
農
地
の
流
動
化
と
集
団
化
を

|

図
り
ま
じ
よ
う
〆

農地の有効利用をすすめよう

利
用
権
設
定
等
促
進

事
業
に
よ
る
貸
レ
借
り

町
が
農
業
委
員
会
な
ど
と
協
力

し
て
農
用
地
の
貸
し
手
と
借
り
手

の
利
用
関
係
を
調
整
し
、
関
係
者

の
同
意
を
得
て
貸
借
等
を
明
ら
か

に
し
た
農
用
地
利
用
集
積
計
画
を

作
成
じ
、
農
業
委
員
会
の
決
定
を

経
て
公
告

す
る
こ
と
に
よ
り
、
安

心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

。

山
農
用
地
を
貸
し
て
も
借

り
て
も
、
農
地
法
の
許
可

が
不
要
で
す
。

ω

対
象
と
な
る
土
地
は
、

市
街
化
区
域
を
除
く
農
用

地
等
で
す

。

間
貸
し
た
農
地
は
期
限
が

く
れ
ば
、
離
作
料
を
支
払

う
こ
と
な
く
必
ず
返

っ
て

農地の貸し借りの申し出は、

1 月31 固までに

と
も
で
き
ま
す
。

利
用
権
設
定
促
進
事
業

に
よ
る
貸
じ
借
り
に
は
、

申
じ
出
が
必
要

凶
平
成
十

二
年
度
で
貸
借
期
限

の
切
れ
る
方
で

更
新
を
希
望
す

る
方
及
び
新
規
希
望
者
は
申
し

出
が
必
要
で
す
。

ω

申
し
出
は
、

平
成
十
三
年
一

月
三
十
一
日
ま
で

に
役
場
産
業

き
ま
す
。

凶
利
用
権
の
再
設
定
に
よ
り
継

続
し
て
貸
す
こ
と
も
借
り
る
こ

会・・
“農地の原形褒更届出制"について
~農地の埋立て を し、原形を変え る場合は、 届出が必要です~

貝-・農業委

農地を盛土、切土をし、圃場の原形を変え、耕作を目的と

した田畑転換その他区画形質の変更をする場合に「農地原形

変更届出書」を農業委員会へ提出しなければなりません。

この制度は、農地の原形を変えることによって近隣農地の

耕作条件が劣悪化することを防ぎ、農地の集団性と調和を保

持しながら農地の効率を図るとともに、隣接する農道 ・ 水路

等への被害 と違反転用を防止するための制度です。

続

農地の原形変更をしようとする方は、要綱に基づき、原形

変更に着手する日の30日前までに届出書を提出してください。

-手

課
へ
。
(宮
9
6
6

・

2
2
2
7
)

\所有者の同意書 (5)現況写真

(6)農業委員の副申書 (7)その他

参考資料(原形変更計画図面)

※届出書は、農業委員会にあり

ます。なお、詳しいことは農

業委員及び農業委員会事務局

まで(宮966-2222 内線178)

お問い合わせください。

-注意事項

(1) コ ンクリ ー ト塊や廃材など、廃棄物によって埋立てる場

合は農地の原形変更には該当せず、 農地の転用手続きが

必要となります。

(2)盛土の高さについても 卜分注意しましょう。

(3)無届けの埋立ては違法転用とみなされる場合があります。

(4)埋立て等は、届出受理後に行ってください。

-届出書の添付書類

(1)付近見取図 (2)地番地目図(公図の写し) (3)土地登記

簿謄本 (4)耕作者が届出をしようとする場合には、/

広報かわうち平成13年 1 月号

ぬ



町長の動静
11/14 自衛隊員募集相談員委嘱式

11/15 教育委員辞令交付
県陳情
川内町土地改良区理事会

11/16 松山南地区犯罪被害者
支援連絡協議会定例総会

11/19 いきいき健康ウオーク

11/20 
----22 郡町村会行政視察

11/27 産業建設常任委員会

11/28 直轄砂防後期要望
(建設省四園地方建設局)

11/29 直轄砂防後期要望(建設省 ・ 大蔵省)

11/30 合併検討特別委員会
清掃センタ一運営委員会

12/1 温泉運営整備等特別委員会

12/4 12月補正予算町長査定

12/5 
----6 全国町村長大会

12/7 国保制度改善強化全国大会

12/11 議会運営委員会
合併検討特別委員会による懇談会

11/15 全国町村-議会議長大会 官義 長

11/16 
----17 温泉郡町村議長会研修 議 長

11/21 四国直轄砂防期成同盟会
設立総会 議 長

11/24 
----25 国保運営協議会研修 委 員

11/27 産業建設常任委員協議会議 長

常任委員

11/28 四国直轄砂防事業
高松地方建設局要望 議 長

11/29 四国直轄砂防事業
建設省 ・ 大蔵省要望 議 長

11/30 合併検討特別委員会 議 長

特別委員

介護保険推進委員会 委 員

清掃センタ ー運営委員会委 員

12/1 財務行政懇話会 議長ほか

温泉施設運営整備等 百義 長

特別委員会 特別委員

12/6 合併検討特別委員会 議 長

特別委員

12/11 議会運営委員会 議長 ・ 運営委員
合併検討特別委員会特別委員ほか
による懇談会

平成13年 1 月号広報かわうち

官 月の行事
第12回川内町元E

健康マラソン大会

口日 時 1 月 1 日 ( 月)

受 付・午前 9 時30分 /幼児から大人\
開会式午前10時00分明却でもj

口場所 川上小学校グランド

口種 別

0楽 しく走ったり、歩いたりする部
3 km コース

0ぴ り っ と走る、競争の部

5 km . 10km コース

口 うれしい特典

食参加者全員に記念品プレゼン卜/ 申し込み
会 5 回 ・ 10回参加者には、特別プレゼント/

会抽選でラ ッ キープレゼント
問い合わせ先

川内町教育委員会
8966-4721 
FAX966-4867 募集/

ボランティアスタッフを同時募集します。
あな疋ち参加してみませんか。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

成人式 に参加しませんか
口対 象

昭和55年 4 月 2 日から昭和56年 4 月 1 日まで

の出生者で川内町在住の方。該当者には案内状

を差し上げますので、ぜひ参加して ください。

なお、現在、 |町内に住んでいなくても、町内

出身の方は成人式に参加できますので、ご希望

の方は、教育委員会までご連絡ください。

口日時 口場所

1 月 8 日開) 1:1:1央公民館

受付 : 午前 9 時~ 口問い合わせ先

開式:午前 9 時30分 教育委員会('8966-4721)
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

200 1 年を無病息災で

七草がゆを
食べるつどい

口日時

1 月 7 日(日) 午前11時~

口場所

中央公民館

ぬ

吾子宮打乞
箆萱思
第 7 巨lの子育て広

場は、リズム遊び、

紙芝居、井戸端会議

を予定しています。

日頃の子育てについての悩みなど

を、みんなで気軽に話 しあってみま

せんか。

口日時 1 月 27 日(土)

午前 9 時30分 ---.....11時まで

(受付'午前 9時"'9 時30分)
口場 所 川内保育園お遊戯室

口内容 リズム遊び ・ 紙芝居

井戸端会議



カメラwmート

愛鳥週間用ポスター原画コンクールで

角谷瞳さん(西谷小6年)が文部大臣実励賞
愛鳥週間用ポスタ ー原画コンク ーノレで、西谷小

学校 6 年角谷11童さんが小学生の部の文部大臣奨励

賞を、 川上小学校 5 年の田中陽一朗くんが入選の

栄に輝きました。

入選

川上小学校 5 年

田中陽一朗くん

文部大臣奨励賞

西谷小学校 6 年

角谷 瞳さん

••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

防火ポスターコンクールで入賞
平成12年度防火ポスターコンクーノレで、県下1 ， 340点

の応募の中から、東谷小学校 1 年新宅隆弘くん、川

上小学校 4年渡部大吾くんが佳作に入賞しました。

川上小学校 4 年

渡部大吾くん
東谷小学校 1 年

新宅隆弘くん

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
集
い

11月 22 日、中央公民館で独居高齢者、施設

入所者、ボランティアグ、ループなど190人が

参加して“敬老の家事業及びボランティアの

集い"が開催されま した。

桂三風さんの『笑いと福祉』と題 した講演
会では、「笑顔がだいじ」 と参加者に語りか
けていました。

午後からは、ボランティアグ、ループの自己

紹介や寸劇・余興も行われ、参加者とボラン
ティアグ、ループの交流が深まりました。

愛
媛
県

勝 7
ト
ボ

1即0 1=1 、県総合運動公園自由広場で、 A l 
県内各地域から選抜された64チームが参 会ル
加してゲートボーノレ大会が行われました。 ，、

川内クラブは、チーム結成後間もないチームです

が、決勝トーナメン ト戦に駒を進め、 3 位入賞を果

たしました。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部(5年
)
が
優
勝

11月 19 日、新居浜市で行われた第 5 回新居

浜ひうちライオンズクラブ可不小学生バレーボ

ーノレ大会で、 川|上スポーツ少年団バレーボー

ル部が 5 年生の部で優勝しました。

第
7

固

い
き
い
き

健
康
ウ
ォ
I

快晴の11月 19 日、いきいき健康ウオー

クが滑川で行われました。 n

ウォーキングコース(梅上バス停から

滑川生活改善センタ ーまで)は、ちょう

ど紅葉が見頃で、参加した71人は、秋を満喫しなが

ら、 3.5kmを約40分かけて歩きました。

平成13年 1 月号広報かわうち

ぬ



力説ラLiItート
E歯 LIII 1 1 1 1 1 1 ITITTTTl I • I 111111111 ~IIIILJ 111 1 111 1 1 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 111 

第20回 東温軟式野球大会
11月 23 日、第20回東温軟式野球大会が川内仁1:1学

校グランドと愛大医グランドで行われました。

7 チームが参加し、熱戦が繰り広げられた大

会結果は以下のとおりです。

優勝
松下寿

最高殊勲選手貰
茶藤時和

優秀選手貫
造問光章

敢闘賞
岡田修人

準優勝
1]\野クラブ

合併問題で
u懇談会H

12月 11 日、 川内町議会合併検討特別委員

会主催の合併に関する、懇談会グが 仁1::1央公

民館で開催されました。

各種団体 ・ 委員等37人が出席し、合併問

題に対し、 意見を述べました。 参加者から

は、「合併反対 J r合併するなら重信町と. 0 J 

など様々な意見が活発に出されました。

株主祭

! 11月 26 日、 川上小学校

で“いきいき川上祭り"

が開催されました。

午前中、「学習発表会」

が体育館で、午後から教

室や中庭で、「ふれあい広場」があり、児童と保護者 ・

地域の方々との交流が深まりました。

なかでも、平和について考える場となった多目的教

室では、「すいとん」や「焼いも」が出され、訪れた人

は感慨深げに味わっていました。

12月 3 日、ウオークラリーが開催されました。

81人が参加し、雨上がりのコースを知恵を出し

合いながら歩きました。

大会結果は以下のとおりです。

ウオークラリー大会入賞者一覧表

第
同
国

ウ
ォ
l

ク
ラ
リ
l

大
会

第 1 位 第 2 位 第 3 位

大窪 保奈実 j戎 J/1 晃平 高須賀 愛
学 正 岡 ー百νノ 三 好雄太 鶴本佐登子

生 イLë イ白 :IL1 r~ 太 回井 真由美
五位 今 回 一 征 相原 美 佐

一 杉原トヨ子 山本健 喜 長 山

自主
野中アイ子 左[ 筈リ 主i舌平 和田 拓也
池 J/1 昭 子 )J.x: J /1 秀 平/:1 高橋 1官l 市己

tι |王l 中 優{右

家 �'iili 1司 イ~I'I 行 福島艶 子 高 津 IE 志
族 店主 |司 令子 福島 大策 高津 良枝
組 高 岡 真帆子

平成13年 1 月号広報かわうち
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「みんなのひろばJ に耳寄りな情報をお寄

せください。

満 1 歳おめでとうのコーナーでは、 2月

生まれの満 1 歳児を募集します。 1 月 9 日

までに役場総務課広報係(宮966-2222) へ

写真とコメントをお寄せください。

白
猪
の
滝
祭
り
俳
句
会
秀
句/ー一-----­

参場 日
加
者所時

5 河 11
名之 月
内 3

自
問
屋 1 2
集 j
会 1 5
所 時

'--ー/

倒
木
喝
を
抱
ぎ
て
山
の
眠
る
か
な

流
水
の
堰
く
谷
川
や
冬
ぎ
る
、

杉
美
林
中
の

一
樹
の
紅
葉
か
な

滝
を
見
ず
に
滝
径
戻
る
時

雨
か
な

野
地
菊
や

子
規
激
石
も
行
き
し
授

特
選

句

参
加
者
句

俳句
ポスト

古
里
の
史
跡
め
ぐ
り
や
え
化
の

臼

山
荘
の
屋
根
を
お
、
い
て
紅
葉
か
な

激
石
も

子
規
も
踏
み
た
る
紅
葉
み
ち

初
紅
葉
名

所
に
近
づ
く

一
歩
づ
、

紅
葉
を
家
族
で
来
し
む
瀧
ま
つ

り

• 

白
猪
の
滝
を

一に
/婦人会から

松
田
崇
子

渡
部
寿

名
前
な
し

渡
部
恵
美
子

宮
内
ヒ
デ
子

11月 21 日、たば

こ組合川内支部の

会員20名が、河之

内問屋の白猪の滝

駐車場村近の清掃

活動を行いました。

秋の観光シーズ

ン後の清掃活動で

辺りは、きれいに

なりました。

表
川
吟
社
十
二
月
例
会
報

親
子
し

て

孝
分
ち
令
ふ
七
ム
三

振
袖
は
姉
の
御

下
り

七
ム
=
一

成
ゃ
あ
か
あ
か
灯
る

タ

鮪
時

幼
児
語
の
台
己
主

張
あ
り
七
五
三

日
当

た
り
に
鉢
を
移
す
も
冬

仕
度

ホ
枯
し
に
奔
ば
れ
て
落
葉
舜
ふ

人
住
ま
ぬ
過
疎
の

菱
家
や
枇
杷
の
花

検
査
済
み
結
果
よ

き

旬

よ
冬
ぬ
く
し

渇
宿
虫
で
閤
の
成
鍍
ぴ
け
り

殊
更
に
湯
冷
め
を
か
旨
」
ちポ
ジ
ヨ
レ

酌
む

短
慢
し
て

心
豊
か
に
お
き
け
つ

点
滴
の
落
ち
る
退
き
や

ふ
夜
時
ゐ

城
を
背
に
漫
ろ
歩
、
き
や
菊
臼

和

砥
-
好
焼
の
名
エ
偲
ぶ
秋
茶
会

つ
ぶ
ら
な
る
童
の
瞳
久

.
、
の
虹

泊
料
い
い
湯
に
追
焚41、
す
る
や
h
a、
初
め

懐
手
村

の
動
議
を
ま
と

め
け
つ

池
川
飼
谷
選

田
中
笹

子

宇
和
川
春
鳥

渡
部

栄
樹

青
野
八

重

渡
部
て
る
み

仙
波
淑

子

菅
野

美
岬

樋
口
史

子

河
原
汀

子

戒
能

多
喜

相
原

初
子

宇
和
川
悠
起

菅
野

美
代

近
藤

市
女

野
中
加

寿

渡
部

五
月

池
川

畑
谷

いよいよ新世紀、 2001年のはじ

まりです。川内町に佳きことがい

っぱいの年でありますよ う祈念い

たします。婦人会も よ ろしくお願

い申します。

・三世代受流伸よし運動会
1 月 13 日(土)午後 1 時より

中央公民館大ホール

楽しいゲームやおたのしみ抽

選、記念品も用意しております。

お誘い合わせでご参加ください0

・失敗 ・ 出しそびれはがきを集め
ています。 中央公民館の玄関に

ポストを置いています。 ご協力

をお願いいたします。

・ 1 月ボカシづくり
1 月 28 日(日)午後 7 時30分~

中央公民館大ホール

「生ごみをボカシで堆肥にす

るとゴミが少なくなった。 J rお
なすがびっ くりするほどよ くで
きて、おいしかった。 」とよく

聞きます。 お誘い合わせでご参
加ください。

・ 12月 19 日(川皆さんからお預かり
した愛のタオルを持って施設訪
問をさせていただきました。 と

ても喜んでくださいました。 あ

りがとうございました。

広報かわうち平成î3年 1 月号
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八 幡

渡部シヅ子さん

ス
理

u
iノ

ア

エ
料

九
一一
司'
♂
デ
た

フ
ム
臨
・

，

Y
イ
し

ル
カ
輔
、

，

ア
ま

タ
ム

哩
費

、
、
の
き

ン
カ

i
f

一一一
マ
め
輝

・

デ
一

h
v

た
に

県
ピ
る
栄

の
ツ
表
幡
ん
わ
ベ
の

催
ハ
の
八
さ
日
食
賞

開
「
」
、
子
局
で
入

・

日
で
ル
れ
ヅ
叫
ん
て

お
ル

一
わ

シ
以
か
し

月
パ
ク
行
部
叫
く
と

日
イ
ン
が
渡

N
Uよ
理
・

テ
コ
彰
の
の
が
料

一

『
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ム
カ
ム
」

料
理
コ
ン
ク
ー
ル
で

渡
部
さ
ん
が
入
賞

三
内
村
国
民
健
康
保
険

直
営
診
療
所

昭
和
三
十
年
に
、
今
の

J
A

え
ひ
め
中
央
三
内
支

所
の
購
買
が
あ
る
所
に
建
設
さ
れ
た
、

三
内
村
国
民

健
康
保
険

直
営
診
療
所
の
落
成
並
び
に
開
所
を
記
念

し
て
撮
ら
れ
た

写
真
で
す

。

同
年
の
三
内
村
と
川
上
村
の
合
併
以
降
は
、
川
内

村
直
営
診
療
所
と
し
て
、
昭
和

三
十

一
年
の
川
内
町

制
施
行
以
降
は
、
川
内
町
直
営
診
療
所
と
し
て
運
営

さ
れ
た
が
、
昭
和

三
十
八
年
、
母
子
健
康
セ
ン
タ

ー

建
設
に
伴

っ

て
、
直
営
診
療
所
も
現
在
の
健
康
セ
ン

タ
ー

の
場
所
へ
移
転
し
た
た
め
、
そ
の
役
目
を
終
え

ま
し
た

。

H

昭
和
の
大

合
併
μ

前
後
十
年
足
ら
ず
の
聞
に
、

目
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
し
た
診
療
所
で
し
た

。

な
つ
か

役 包
安 写
~~ 盲
-IC& :;:r-""I; 

誌 を
)よ 募
報 集

? 与
さ す

報
を

ス
パ
ゲ
テ
イ
叫
つ
く
り

川
柳
も
つ
く
吟
社
十

月
士例

話高官奇出富裂 EZ 葉集車目 提議
喜 登 香 美 ひ 亭
撰 義 友 紫 美貴 武深保登ろ紫
亭 国親実芳 雪子 士舟里里志温 選

冷
告
保
全
せ
め
て
喰
を
閉
じ
て
く
れ

煩
い
つ
か
ほh
』
ろ
ん
で
読
む
宝
便
り

を
間
に
も
心
を
閉
す
少
年
期

者
一
こ
ご
う
が
又
格
別
の
味
を
虫
し

ス
ト
レ
ス
を
セ
間
話
で
捨
て
て
永
る

ラ
ブ
レ
タ
ー
だ
か
ら
す
ん
な
り

'愛
し
て
る

世
間
の
白

え
に
し
て
な
い
あ
ど
け
な
主
、

霜
柱
踏
ん
で
通

っ
た
幼
い
臼

海
越
え
た
便
り
匂
い
も
か
い
で
み
る

踏
ん
で
み
て
泥
水
か
か
る
薄
氷

泊
を
友
浮
世
さ
す
ら
う

占
頭
火

老
友
の
便
り
切
手
が
逆
也
、
貼
り

漆
り
つ
く
風
が
貼
り
付
く
硝
子
窓

二
月
句
会
一
じ
案
内

時

二
月

三
日
午
後
七
時

所

中
央
公
民
館

題

豪
華

・

新
世
紀

・

豆

11月 22 日、西谷小学校で総合学習

の一環として、スパゲティ づくりが

行われました。

クラウス先生の指導で、 ミ ート ソ

ースのスパゲティに挑戦した児童は、
そのスパゲティのおいしさに話すこ
とも忘れ、ひたすら、 仁l を動かして

いました。

赤
そ

収ぱ
穫の
定ま
~ 

井
内

赤そばの収穫祭が12月 10 日 、 井内

で行われました。
ヂ|二内愛桜会主催の収穫祭には、地

元の方やカプスカウトの子どもたち
が集まり、赤そばを実際に打ってそ
の味を確かめました。
このほか、参加者には古代米やみ

かん、よもぎなどのもちも振舞われ
ました。

ぬ
広報かわうち平成13年 1 月号



園
愛
媛
の
観
光
フ
ォ
ト

圃
コ
ン
テ
ス
ト

口
募
集
作
晶
の
対
象

愛
媛
の
風
景

・

建
物

・

祭
り

・

風
物

・

産
業
な
ど
で
県
内
外
か

ら
観
光
で
訪
れ
た
く
な
る
よ
う

な
も
の

口
応
募
方
法

四
つ
切
り
サ
イ
ズ
の
カ
ラ
l

プ

リ
ン
ト
で
、
過
去

一
年
以
内
に

撮
影
さ
れ
た
未
発
表
の
も
の

(
何
点
で
も
応
募
可
)

口
締
め
切
り

平
成
日
年
2

月
お
日

園
放
送
大
学
(
教
養
学

園
部
)
学
生
募
集

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ

・

ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の

通
信
制
4

年
制
大
学
で
す
。

4

年
以
上
在
学
し
所
定
の
単
位

を
修
得
す
れ
ば
、
「
学
士
(
教
義
)
」

の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

幅
広
い
分
野
の
約

3
2
0

科
目

を
そ
ろ
え
、
-
科
目
か
ら
で
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
学
試
験

は
あ
り
ま
せ
ん
。

口
募
集
学
生

・

全
科
履
修
生

(
卒
業
を
目
指
す
学
生
)

.

選
科
履
修
生

(
1年
間
在
学
す
る
学
生
)

.

科
目
履
修
生

, 

コラJ

(
6
カ
月
間
在
学
す
る
学
生
)

口
出
願
受
付

平
成
日
年
2

月
日
日
附
ま
で

口
授
業
視
聴

ス
カ
イ
パ
l

フ
ェ
ク

T
V

で
全

国
放
送
中

・

愛
媛
大
学
内
の
学

習
セ
ン
タ
ー

で
ビ
デ
オ
・
オ
ー

デ
ィ
オ
テ
ー
プ
(
貸
出
可
)
に

よ
り
視
聴

口
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

干
7
9
0

・

0

8
2
6

松
山

市
文
京
町
3

番
(
愛
媛
大
学
内
)

放
送
大
学
愛
媛
学
習

セ
ン
タ
ー

(宮
9
2
3

・

8
5
4
4
)

口 ・・・・・
日 人
権
相
談
所

口
川場 1
内月
町 所 5 時
中日
央(金)
公
民
館

二

lL
U
O

j
〉

2
t

寸

A
4
」
悶口
1
1

ム
4
1

1
1
ム
什
咋W

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争
、
借
地

・

借
家
、
児

童
・

生
徒
の
い
じ
め

・
体
罰
、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

一
口
日
時

毎
週
月

・

火
・
水
・
金
曜
日

午
前
8

時
却
分
1

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館
2

階
教
育
相
談
室

い
じ
め
・
な
や
み
等
の

教
育
相
談

口
内
容

い
じ
め
・

不
登
校
・
学
業
不
振

等
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て
、

本
人
ま
た
は
保
護
者

・

関
係
者

か
ら
の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教
育

相
談
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す

。

(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

口
電
話
相
談

(宮
9
6
6

・

6
1
5
0
)

一
口
相
談
日

毎
週
月
1

金
曜
日

9

時
却
分
i
M
時
制
分

口
弁
護
士
相
談
日

木
曜
日
(
日
時

i
m
時
)

口
電
話
相
談

(宮
9
4
5

・

2
3
3
5
)

口
相
談
場
所

松
山
市
花
園
町
1

の
3

日
本

生
命
松
山
市
駅
前
ピ
ル
6

階
制

日
本
損
害
保
険
協
会
松

山
自
動

車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

万
一
事
故
が
起
こ
っ
た
う

交
通
事
故
無
料
相
談

口 ・・圃圃・
平 期
成
12 閏
年
12 
月
21 
日
休)
か
ら

年
末
年
始
の

交
通
安
全
県
民
運
動

広報かわうち平成1 3年 1 月号

ぬ



平
成
日
年
1

月

叩
日
附
ま
で

口
ス
ロ
ー
ガ
ン

世
紀
越
え

目
指
せ
安
全

無
事
故
の
え
ひ
め

口
運
動
の
重
点

-

飲
酒

・

無
謀
運
転
の
追
放

・

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

一愛
媛
県
で
は
、
昭
和
白
年
に
制

定
し
た
愛
媛
県

地
域
食
品
認
証
規

則
及
び
豆
腐
、
蒸
し

か
ま
ぼ
こ
類
、

焼
抜
き
か
ま
ぼ
こ

類
、
揚
げ
か
ま

ぼ
こ
類
及
び
こ

ん
に
ゃ
く
の
各
認

証
基
準
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
平

成
日
年
3

月
白
日
を
も
っ
て
廃
止

す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

愛
媛
県
地
域
食
晶
認
証

制
度
を
廃
止
し
ま
す

一悪
徳
商
法
に
対
す
る
苦
情
が
増

え
て
い
ま
す
。
平
成
ロ
年
度
上
半

期
は
、
前
年
に
比
べ
四
%
増
、
今

後
も
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
苦
情
相

談
の
ト

ッ
プ

は
、
電
話
勧
誘
販
売
に
よ
る

資
格

取
得
講
座
で
す
。

必
要
の
な
い
電
話
勧
誘
販
売
は
、

毅
然
と
し

た
態
度
で
き
っ
ぱ
り
断

り
ま
し
ょ
う
。

悪
徳
商
法
に
ご
用
心

-
電
話
勧
誘
の
資
格
商
法
と
は

職
場
や
自
宅
に
執
劫
に
電
話
を

か
け
て
き
て
、
公
的

資
格
を
掲
げ
、

「
資
格
者
が
不
足
し

て
い
る

、
あ

な
た
は
こ
の
地
域
で
選
ば
れ
た
」

と
か
「
講
座
を
受
け
れ
ば
必
ず
資

格
が
取
れ
る
」
「
申
し
込
み
は
今
日

で
締
め
切
り
」
な
ど
と
偽
り
を

言

い
、
強
引
に

契
約
を
迫
り
ま
す
。

暖
昧
な
返
事
を
し
て
い
る
と
、
契

約
書
や
議
録
書
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

申
込
書
を
送
り
つ
け
、
初
万
円
か

ら
叩
万
円
程
度
の
契
約
成
立
を

主

張
し

、
支
払
い
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

口
相
談
窓
口

愛
媛
県
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
9
2
5

・

3

7
0
0

中
央
公
民
館

図
書
室
だ
よ
り

-

図
書
寄
贈
の
お
礼

竹

洋
三

様

厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

新
刊

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

五
位
兄
ど
も
の
お
楽
し
み
」

。

ハl
シ
ヴ
ア
ル
・

ワ
イ
ル
ド

巴
妙
子
/
訳

渡
る
世
間
は
力
モ
ば
か
り
:
。

賭
博
師
探
偵
の
冒
肢
を
描
い
た
ユ

ニ
ー
ク
な
連
作
短
篇
集
。

「
あ
ふ
れ
た
愛
」

天
童

荒
太
/
著

「
血
の
味
」沢

木

耕
太
郎
/
著

日
常
か
ら
少
し
は
み
出
て
し
ま

っ
た
人
々
を
描
く

、
山
に
傷
を
持

つ
男
と
女
の
切
な
く
狂

お
し
い
サ

イ

コ
・
ロ
マ
ン

。

「

中
学
3

年
の
冬
、
私
は
人
を
殺
し

疋
J
m
年
後
、社
会
に
復
帰
し
た
彼

を
封
印
し
だ
そ

の
過
去
の
暗
闇
へ

と
連
れ
戻
す
出
来
事
、が
起
き
た
・
・
・
。

あ
ふ
れ
た
愛

天
童
荒
太

.1 月ごみの収集目・
清掃センター電話 966-4989

※ 1 月 1 日・ 2 日・ 3 日は、ごみの収集を休みます。1 . もえるごみ

収集曜日 収 集 地 域 収集変更臼又は収集休止日

月 ・木
東谷・西谷・土谷・滑川 1 月 8 日開)は

奥松瀬川・天神 1 月 9 日 (*)に収集
毎

火 - 金
北方東北方西 ・南方東

南方西

遇 変更なし

水- 土
町西町東(天神を除く )

山田横灘団地前松瀬川

2 もえないごみ・粗大ごみ

収集地域
ベットボト'" . ガラス・宣空ピン頭頚 粗大ごみ 喜高話題もトやさレなイいも煩の テレビ・ 光町

東谷・西谷・土谷・滑川
1 / 1 1 休) 1 /15(月) 1 /2 2(月) 1 /29(月)

奥松瀬川 ・ 天神

北方東・北方西
1 / 1 2(金) 1 / 1 6(火) 1 123(火) 1 /30 (火)

南方東・南方西

町西・町東(天神を除く )
山田横灘団地 1/10(*) 1 /17(水) 1 124(*) 1 /3 1 凶
前松瀬川

ぬ
広報かわうち平成13年 1 月号



-1  F.l l ヨE霊E豆E・
はたちの献血キャ ンペーン

百 周個闘画冨臨 | 時五二川λA
-健康センター宮966-2191

医霊冨亙 I Ii!器産彊
0いきいき健康講座⑨ 1 0健康相談 ・ 栄養相談

「呼吸器系感染症とその予防」

日時 1 月 24 日(水) 午後 11時30分~3 f1寺

場所 健康センタ - 2 階

講師 国立療養所愛媛病院

呼吸器+科医長 阿部 聖裕先生

0若い女性のための健康講座

対象 16歳~39歳の女性

時間 9 f1寺30分~12時30分

場所 健康センタ ー

内 容 下表のとおり。*託児サービス(食事付ーき)あり。

持参品 エプロ ン、筆記用具、 健康手帳

参加費無料

申込み 健康センターまで

実施日 ナ マ 講 師

講義 「家庭から食生活を考えよう」 栄養士
1 )'110 日体)

論理実習(バランス食) 河端千津子

講義 「歯 と 1翁 ぐきを大切に」 在宅歯科衛生士
1)'115 EIUI) ~若い頃か ら I逝IJ司病予防~

伊藤良重先生調理実習(簡を強くする食事)

実技 rñîi単エアロビクス」 エアロビクスインストラクゲー
2)')1 日 (村 ~シェイプアップをめさ守して~

井門恵理n子先生調理実習(ダイ エ ット食)

議義「自 己発見ワークショップ」 親子人間関係研究所
2 月 6 日ω ~わた しとの出会い~

熊本因子先生調理!実習(バランス食)

E盃E翠
日 時 対 象 児と注意 事 項

種 1 月 5 日倒
3 カ月 ~7 歳 6 カ月の者。

j毘 午後 2 時~311寺 ※百日 11真にかかったことがある方は、二純混合

dEbコ恥 (ジフテリア倣 (!J風)を受付 で申し出てください。

麻 1 月 23 日制
1 歳~7 歳 6 カ月の者

疹 午後 2 11寺~31時

場 所 健康センタ ー

持参品 母子健康手帳、 予防接種手帳、体温計

血圧測定、 尿検査を行っています。 健康に関するこ と は

お気軽にご相談く ださい。

日時 毎週水曜日 午前 9 時~12時

場 所 健康センタ -1 階 運動指導室

。こころの健康相談

精神的に不安定だった り 、痴呆等の相談をお受け してい

ます。

日時 1 月 12 日(金)午後 211寺~4 時

場 所 健康センタ ー及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦までご連絡ください。

IQ1WﾎlJ 
日時 1 月 24 日(水)午前 9 時~午後 4 時

場 所 松下寿院1<)松山事業所

E主晶圃Zí~.:;昆車Jm~o

日時 毎週月曜 日 午前 8 時30分~9 時

場 所 健康センタ ー

持参晶 印鑑、 登録をしている犬は鑑札、

狂犬病予防注射済票

会不幸な犬をつくらないためにも、繁殖を希望 しない場合は不妊・
去勢手術に努めましょう 。

年末・年始の野犬・不用犬の引き取りについて

年末12月は12月 25 日開で終わります。年始 1 月 は 1 月 1 5 EI 聞から行
いますので、ご協力をお願いします。

.. ~匝草問屋ヨ (診療時間 :午前 9 時~午後 5 時)

日 当 番 医 住 所 電 話

1 日(正 月 ) 国立療養所愛媛病院 重信111]" ;横河原 964-2411 

2 日(正 月 ) Ti本 石 病 院 重信IIIJ志津川 964-1234 

3 日 (正 月) 石 川 小児科 重信111] 横河原 955-0333 

7 日 ( 日 曜 日 ) 1?; |人] 病 松山市北梅本町 975-0091 

8 日(成人の日 ) 匹l キサ 内 不| 重信町志津川 964-2461 1 

14 日(日 曜 日 ) 西野内科クリニック 重信 111]" 牛泌l 964-2200 

21 日(日 曜日) 西本整形外科 重信 In-]凹 窓 964-1611 1 

28 日 ( 日曜日 ) )11 病 |陪?t.: 松山市南梅本I IIT 976ー7811

平成13年 1 月号広報かわうち

ぬ



町の動き (12月 1 日現在)
健康センターかう

( +17人)

( +15人)

(+ 2人)

( +11 戸)

11.257人

5.323人

5.934人

3 . 878戸数

男
女
帯

人
世

口

E司酌嗣陸路・

0 1 歳 6 か月児健康診査

日時 1 月 25 日附

場 所 健康センタ - 2 階

対象児 平成11年 5~7 月生まれの幼児

内容 身体計側、問診、 貧血検査、小児科診祭、歯科診察

保健指導(栄養 ・ 歯科)

母子健康手帳、アンケート(事前に送付します)

戸籍の窓
(11 月受付分・敬称略)

カお誕生日おめでとうございます

住 所 保 護 者 名前 生年月日

茶 1If ・ ) 11 向
由

ひめ乃 10.21 

i'ili灘 l立l地 l 市)]i( lL1f 貨
-., 品、

玉手 納f 11.2 

1TtJ、 コ，=ヒ1 佐保l 敏l!Il '" 
らし、

未来 11.6 

hたる

{日; 免 曽根 ~ J品二 11.19 

H5i F' 首藤政親
あっ し

守主 7ぷ 11.20 

午前 9 n寺 ~1111寺

午後 1 時~3 1 1寺

受付1 月 18 日休)

持参晶

0歯科検診

日時

健康センタ - 2 階

1 歳~就学前の幼児

ブラッシング指導、歯科検診、フッ素 ・サホライド塗布

母子健康手1 11長、歯ブラシ、コップ、タオル

一人200 p:j

所
児
容
晶
金

象
参

場
対
内
持
料

住 所 氏 名 年 齢 死亡月日 世帯主

3I 井l 長谷川議~g 77 11.1 二神キシヱ

)j互 曽我fili数義 80 11.7 曽我部好子

四 粧l 友滞 美江 82 11.11 友i単 美 lJ:

斉 l抗之木 三宅 勉 69 11.13 三宅 勉

手1 :1 FFI 丸 矢似j ト シ子 R~ 11.14 L;;;・ :fI:~ 通ー

大ごめい福をお祈りいたします

喪
中
欠
礼
の
ハ
ガ

キ
が
届
き
は
じ
め
、

年
の
瀬
を
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
週

レ
水
、
主
竺
旨
こ
い

u
、
A

十
ノ
与
」
。

」
オ

量
1
「
l
t
v
u
μ
カ
』
令
れ

年
賀
状
の
印
刷
関
連
の

コ
ー

ナ
ー

で
は
、
前
年
ま
で
プ
リ
ン
ト

ゴ
ッ

コ

が
主
流
だ
っ
た
が
、
今
年
は
、
パ
ソ

コ
ン
で
の
印
刷
対
応
本
ば
か
り
で
、

本
の
後
に
は

C
D

付
で
あ
る
。

宛
名
も
登
録
し

、
図
柄
も
C

D

か

ら
取
り
込
み
印
刷
す
れ
ば
、
あ
っ
と

い
う
聞
に
年
賀
状
が
で
き
あ
が
る
。

な
ん
と
も
便
利
な
時
代
で
あ
る
が
、

自
分
は
頑
固
に
人
間
く
さ
い
年
賀
状

を
、
と
考
え
て
い
る
。

日午生|三 比

+ 104 
+ 2 
+ 194 

(松山南警察署管内)

夕暮れは、早めのライ ト で、事故防止
- 出合う、高齢者、年少者への、気配りを
ー新世紀 1 夢への挑戦、死亡事故 O

0乳幼児相談

日時 毎週水IIl'~ 日午前 9 時~12時

場所 健康センタ -1 階

内容 身体昔I-!![IJ、育児相談

持参品 問子健康手|阪

平成12年12月 10日現在交通事故の発生状況
本年

1.459 

1.828 

表紙の写真
12月に入っても、師走を感じさせないおだやかな日

が続いていましたが、 12 日 ・ 13 日と寒波が抑し寄せ、
千メートル級の升ニ内の山々も樹氷で白くなりました。

川内町ではこの山々が白くなると、寒さも本番とな

ります。

ぬ
広報かわうち平成1 3年 1 月号
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「
庁l
マ
下
」

司
円
国
主

継
平
中
山

線
松
無
た

省
見

日
一
以
ら

建
か

企

‘ 建設省無線中継所

-建設省無線中継所

船野山にある建設省無線中継所

は、建設省独自の無線電話の中継

所で、全国に設置されている。

全国ネットの無線電話は、災害

時などでNTT電話回線が通話不能

になった場合に威力を発揮する。

前
回
の
か
わ
う
ち
探
検
隊
が
失
敗
に
終
わ
り
、
リ
ベ

ン
ジ
を
と
思
っ
た
が
、
狩
猟
期
間
の
た
め
大
熊
山
は
断

念
し
、

一
番
安
全
な
鳥
獣
保
護
区
内
に
あ
る
船
野
山
へ

出
か
け
る
こ
と
に
し
た

。

則
之
内
の

交
通
検
問
所
か
ら
左
に
折

れ
、
谷
沿
い
を

進
む
。

植
林
の
中
を
五
1

六
分
進
む
と
、
植
林
が
途
切
れ
、

船
野
山
(
建
設
省
無
線
中
継
所
)

急
に
視
界
が
開
け
、
河
之
内
方
面
が
パ
ノ
ラ
マ
の
よ
う

に
見
え
る
場
所
に
出
る

。

こ
こ
で
鋭
角
に
折
り
返
す
道

へ
入
り
、
し
ば
ら
く
行
く
と
、
眼
前
に
建
設
省
無
線
中

継
所
の
鉄
塔
と
局
舎
が
現
わ
れ
た
。

眼
下
に
高
速
自
動
車
道
の

三
軒
屋
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
、
ゴ
ル
フ
場
、
そ
の
向
こ
う
に
は
松
山
平
野
が
広
が

り
、
目
を
右
に
転
じ
れ
ば
、
奥
松
瀬
川
方
面
も

一
望
で

占
己
ザ
@。


